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1000万人移民にNO! 国民大集会 2008/09/04 09:49 

9月3日夜、「1000万人移民にNO!国民大集会」が文京シビックセンター小ホールで開催されました。報告はのちほど上

げますが、とりあえず「決議文」全文をご紹介します。 
  

 
  
  

  

決議文

  
 平成20年6月12日、自由民主党の外国人材交流議員連盟(会長中川秀直衆議院議員)は、「人材開国!日本型移民政策の提

言」と題する「中間とりまとめ」を発表した。この提言がもとになって同党国家戦略本部(本部長代行中川秀直衆議院議員)の「日

本型移民国家への道プロジェクトチーム」は今後50年間で1千万人の移民受け入れを目指す政策提言を、同年6月19日にまと

め、20日に福田首相に提出した。 
  
 我々は、この政策の全面撤回を求める。 
  
 移民政策は、我が国の人口を現在の水準で維持するための唯一の解決策として提示されている。そこには、人口減少の原因

の多角的分析はない。また人口減少の推計の検討も人口減少それ自体を悪と決め付ける粗雑な思考があることも憂慮される。 
  
 現今の経済･社会政策の再検討をせず、現在のシステムの変革を一切行わないことを前提に、国家の基本政策として移民以

外の選択肢を封ずるのは、責任ある与党のやることではない。 
  
 移民政策を積極的に正当化している思想は、我が国を「多民族国家」「多文化共生国家」に改革しようとする思想と、グローバ

ルマーケットイデオロギーである。これはどちらも国民国家としての我が国の解体を齎す革命思想である。 
   
 世界の実情は、民族の国民化であって、同一国家内における多文化主義の意味するものは中核価値の否定と文化共同体とし

ての統一国家の破壊である。我が国においてそれが意味するのは天皇と神社、国史と国体の、相対化を通じた否定である。ま

た資本の論理の究極形態であるグローバルマーケットとは資本にのみ奉仕するものであって、そこには祖国も民族も文化もな

い。我々はこうした間違った思想を容認することはできない。 
  
 現在我が国では、若年層は教育と職業から排除され、中高年層もまた失職の重圧にさらされ、高齢者は医療と福祉の崩壊の

恐怖のもと逼塞を余儀なくされている。これらから逃れられているのは、ごく少数の人々にすぎない。 
  
 移民推進派は現在の生活水準を維持するため、と言っているが、いったい誰の生活を維持しようというのか。過度に資本の論

理に奉仕する現在の歪んだ社会システムの受益者の利益より、国民共同体とその成員全体の福祉向上、すなわち国利民福･経

世済民の思想に立脚してこそ、日本国の政党であり、政府である。 
  
 移民政策は、失敗すれば元に戻すそういうことが可能な政策ではない。是正するとしても、我が国にとってのみならず、当の移

民にとっても大きな傷を残す政策である。 
以下、改めて移民政策の不可なる理由を列挙する。 
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 １、日本国内に大きな異民族･異国民集団が形成される。これは外国による介入を誘発し、国家内国家の形成に道を開く恐れ

が相当にある。我が国にグルジア問題の如き事態を出来させてはならない。 
  
 ２、隣国、中国は、国策として、移民侵略を建国以来一貫して行ってきた。モンゴル、チベツト、ウイグル、台湾、満州、雲南貴州

等はその例である。また更には海外にも巨大なシナ人町を形成し、地域的乗っ取りを画策している。今年の長野状況が、日本全

土で展開ざれることは推定事項ではなく確定事項というべきである。 
  
 ３、移民による日本文化の多様化、移民との文化交流といった発想は机上の空論にすぎない。移民がもとめ、求められるもの

はより即物的な生存と金である。それを正面から論じず「文化」で糊塗するのは、国民をごまかすものである。 
  
 ４、移民と外国人労働者とが混同されている。外国人労働者とは、人間の属性のうち、労働者という要素のみを利用する政策

であるが、移民は人そのものの受入れである。そこには当然に家族の同伴、宗教･政治の自由が含まれる。たった5、60万人程

度の在日朝鮮半島人にすらてこずっている我が国において、1千万人の異民族･異国民を受け入れたらどうなるか、贅言を要し

ない。 
  
 ともすれば、移民そのものだけが注目されがちであるが、冒頭に指摘した提言には、移民国家化に向かう地ならしというべき政

策が列挙されている。留学生特権創設、差別禁止法の制定、自治体における多文化共生施策の実施、難民の受入れ、国籍法･

入管法の解体である。 
  
「移民1000万人」という大政策は、或いは抵抗が強いとしても、こうした個別政策は、安易に個別的に実施される可能性がある。

だか、どれも我が国の将来を破壊する地雷の役割を果たすものである。これらもまた、すべて白紙撤回されるべきである。 
  
  
 移民政策は、国民国家日本の存在そのものを脅かすものである。内乱罪･外患誘致罪、否、文字通りの反乱罪に相当するもの

である。政府はもちろん、与党はすみやかに移民政策を破棄すべきである。政府、政党が立脚すべきは、資本でなく国民であり、

空想でなく現実である。 
  
  
右、決議する。 
  
  
平成20年9月3日 
  
  
「1000万移民」にNo！国民集会参加者一同 
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2008/09/04 13:30Commented by parkmount さん 

こんにちは。 

 
中川秀直の１０００万移民なんて日本を潰す以外に何もメリットはありませんね。移民の

国、カナダでさえ、特に現在のトロントを見れば、移住者の大規模受け入れがどんな社会

的、環境的問題を生み出すか一目瞭然です。それを移民国家でない日本で１０００万人

移民なんて中川秀直は何処の国の人間かと疑わしくなります。 
それより国民の事を先ず考えるべきです。 

 
TBさせて頂きました。  

 

2008/09/04 13:49Commented by parkmount さん 

大阪では二年前にすでにこういう事が起こっています。 移民と云えども特亜国の人間は

「百害あって一利なし」です。 

 
http://ca.youtube.com/watch?v=lhli_6GYMoA  

 

2008/09/04 14:01Commented by 花うさぎ さん 

To parkmountさん  
 
＞中川秀直は何処の国の人間かと疑わしくなります。 

 
本当ですよね。安い労働力を求める財界だって、日本社会がメチャメチャにはなって欲し

くないでしょうにね？。  

 

2008/09/04 14:03Commented by 花うさぎ さん 

To parkmountさん  
 
>大阪では二年前にすでにこういう事が起こっています。 
 
情報感謝です。以前に見かけたことがあります。普通の道路で偽物商売って、「はあ～」

です。  

 

2008/09/04 19:47Commented by 故郷求めて さん 

> ３、移民による日本文化の多様化、移民との文化交流といった発想は机上の空論に

すぎない。移民がもとめ、求められるものはより即物的な生存と金である。それを正面か

ら論じず「文化」で糊塗するのは、国民をごまかすものである。 

> 
文化の違いによる摩擦はときに悲劇を生みます。文化交流の前に、文化摩擦ですり切れ

てしまうという事に思いを馳せないのでしょうか？ 

 
文化が違うからこそ、「表」で出会うべきであり、家の中に入れたらとんでもない事になる

でしょう。海外経験が無く読書での知識しか無い私でさえ、そのくらいの想像はつきます。 

 
国民を馬鹿にするのもいい加減にしてもらいたいですね。  

 

2008/09/05 05:07Commented by 花うさぎ さん 

To 故郷求めてさん  
 
＞文化が違うからこそ、「表」で出会うべきであり、家の中に入れたらとんでもない事にな

るでしょう。 

 
長野灯火リレーで動員された５－６千人の支那人留学生。一人につき我々の税金が年間

数百万円投入されているのに、あの狼藉ぶりですよ。正直言って「切れました」。 
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留学生でも移民でも、対象は「大陸・半島、特定アジアを除く」にして欲しいです。  2008/09/05 10:43

Commented by leny さん 

「移民」と「外国人労働者」は異なる、と言うところは強く主張して欲しい点です

ね。 

 
それと、関西は半島からの「移民」の方が多い地域です。戦前からの「移民」の子孫の方

だけでなく、朝鮮戦争の戦禍から逃れた方や済州島での虐殺から逃れた方とその家族が

多くいます。この方々の存在そのものを否定するつもりはありません。 

 
ただ、そこでは、本国からの指示に従い、国内国家を形成し、移民先への国家への貢献・

忠誠を否定する勢力が存在し、未だに多くの方がその影響力の下にいます。この勢力

は、アメリカに見られる健全な移民とは全く異なる存在です。 

 
本国とのつながりが薄くなった三世・四世世代では、日本国籍を取得し、それらの団体か

ら距離を置き、日本社会に定着する人が多くなっていますが、四世代を経て尚軋轢が消

えない現状をどのように考えているのでしょうね？ 

 
他の先進国でも旧植民地からの移民受入が、景気後退期に必ず軋轢を生じ、治安悪化

の一つの要因となっています。理想論ではなく、現実に目をやり、リスクをどのように回避

するのか（無理だけど・・・）、そうした具体策を伴わない絵空事は止めるべきですね。 

 
ちなみに日本での半島系の方の居住人口は200万人程度みたいですね（日本国籍取得

者含む）。  

 

2008/09/05 11:39

Commented by 花うさぎ さん 

To lenyさん  
 
＞国内国家を形成し、移民先への国家への貢献・忠誠を否定する勢力が存在

し、未だに多くの方がその影響力の下にいます。 

 
戦後、一貫してこういう勢力に甘い顔をしてきた政府の無策の付けが広く認識されはじ

め、日本人の怒りを買っているのだと思います。 

 
>他の先進国でも旧植民地からの移民受入が、景気後退期に必ず軋轢を生じ、治安悪

化の一つの要因となっています。 

 
これはヨーロッパ各国をみればその通りですね。人権擁護法案、外国人参政権ともども、

絶対断固阻止すべきです。  
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